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OECD東北スクールのゴール

2014年8月、フランス・パリで東北の

魅力をアピールするためのイベント

を自ら企画・実行

開催場所は、参加者の夢・アイディ

ア・発想・予算・交渉で決める。現在、

エッフェル塔下に広がるシャン・ド・マ

ルス公園が内定！

フランスへの渡航予定人数は約150
名。

イベントの内容は参加者の企画によ

り決定！



ＯＥＣＤ東北スクールの活動

●集中スクール……5回の集中ワーク
ショップ（約1週間）を開催し、多彩な講師
による体験活動や熟議を行います。

●地域スクール……各地域ごとに各地の

状況に応じて、若者からの地域復興を企
画・実行する地域スクールを行います。

●テーマ別活動……パリでのイベントを成

功させるために「シナリオ」「産官学連携」
「コミュニケーション・PR」「セルフドキュメ
ンタリー」の各活動を行いま
す。

●2014年イベント……東北の復興を世界

にアピールするプロジェクトの最終ゴー
ルです。

現在



パリ事前視察
（2013/5/1-6）



• 現地打ち合わせ
でiPadが大活躍！



アニ・ダルゴ・パリ副
市長にプロジェクトを
説明。

地元の有力紙の記
事に！ ニュースで
も報道された！



OECD日本政府代表部・吉川大使公邸で昼食会



OECD本部にてプレゼン発表と記者会見





OECD中庭に

てみんなで
WA～を叫ぶ

レセプション
でも積極的に
外交を展開



パリ日本人学校で、
iPadを囲んで情報共有。
ネームカードを手渡し
てお友達。



生徒による企業・関係機関プレゼン

「オフィシャル
パートナーになっ
てください」



パリ19区青少年
図書館で、パリ
市民と交流。言
葉の壁があって
もひるむことはな
い。

詰めかけた市民
たち。放射能への
関心が高い。



パリ観光は45分のみ！



第４回集中スクール in 東京

日程・８月４日（日）16：00～７日（水）11：00
場所・オリンピック記念青少年総合センター

おもな内容

①イベント案の深化と準備日程の作成

②資金調達やPRの計画作成

③国内関係者、企業への説明会

④Teach for Americaより教師・生徒が参加

⑤２名の海外研究者が参加



イノバティブ・ラーニング・ラボラトリーの設置について



人間発達文化学類執行部

ILLab：未来創造型教育の創造

教員養成・研
修部門

ICT・国際連携
部門

プロジェクト教
育開発部門

復興教育部門

復興教育対応
委員会

将来計画検討
委員会

文科省、OECD 復興教育研究
協議会



イノバティブ・ラーニング・ラボラトリー


